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＊ 東京天文台クラブ「塔影」をデジタルアーカイブ  
国立天文台の前身が東京天文台だったことは多くの人がご存知だが、東京天文台時代か

らご在籍の方はだんだんと少なくなってきた。東京天文台時代には親睦を目的とした「東

京天文台クラブ」というものがあり、機関誌として「プラターヌ」という新聞のようなも

のを出していたことは、アーカイブ室新聞番外編第 3 号で紹介した。東京天文台クラブに

はたくさんの「部」があった。野球部もその一つであった。絵を描く「どんぐり」という

クラブもあったし、｢囲碁｣、「将棋」などいろいろあった。その中に同人誌「塔影」を発

行するグループがあった。筆者の知る限り、１～4号まで発行された。写真 1にその 4号を

示す。 

    

       写真 1 昭和 25 年（1950 年）12 月に 1号発行の塔影 



筆者が東京天文台に入った昭和 36 年(1961 年)にはすでにこの「塔影」の発行は無かった

ように思う。筆者は岡山天体物理観測所に入り、そこで「コスモス」という親睦誌を発行

したが、間もなく三鷹に転勤になり、筆者の親睦誌を引き継いでくれる人もいなかったの

で沙汰止みになってしまった。ワシントンの海軍天文台にいた石田五郎氏に原稿を依頼し

たり、清水実氏から光学実験の調整の際、高さ調整に理科年表を使った話など、けっこう

面白いものだったと自負している。筆者が東京に転勤して最初に手にしたプラターヌが 22

号だったから、プラターヌは「塔影」を引き継いだものだったのかもしれない。この当た

りの事をご記憶の方を探そうと思う。「塔影」の編集者と発行年月などは写真 2 のようで

あった。 

       

            写真 2 塔影の編集者など 

この「塔影」4 冊は、2008 年 10 月 20 日に亡くなられた清水実氏のお悔やみに行き、こ

の編集者の一人であった清水夫人（羽原澄子氏）からお借りしたものである。 

次に「塔影」創刊号の「目次」をお目にかけるが、最初に当時の台長、萩原雄祐が「「詩」

コロナ観測所開設に寄す」と寄稿している。ペンネームを使っている人もおり、どなたか

定かでない御仁もいるが、高瀬文志郎、大沢清輝、石田五郎、竹内端夫、中野三郎などそ

うそうたる人々が稿を寄せている。また懐かしい羽原澄子、小野実などの名前もあるが、

存じ上げない方も多い。 



 

 次に 2号の目次を載せる。 

 



次は第 3号の目次である。 

 

次に第 4号の目次である。 

 

創刊号巻頭の文化勲章受章者である元台長・萩原雄祐の詩は次のとおりである。 

コロナ観測所開設に寄す     

萩 原 雄 祐 

        銀河につづく日本の屋根 

        北アルプスの皚々たる白雪の頂上に 

        わがコロナ観測所は 



        青空をえぐって立っている 

        その瀟洒たるドームは 

        崇高なる使命に誇り   

        その若い瞳を輝かしつつ 

        連峰を俯瞰している 

 

        その熱意 

        その英気 

        天かける若鷲の如く 

        銀河を蔽ひ宇宙を呑んでいる 

        学者の心臓は 

        若人の血潮は 

        幸ある希望に踊って 

        強く高く鼓動している 

        その肺肝 

        その雄哮び 

        壮なる気力に溢れて 

        生命の音津をかき鳴らす 

        大空をえぐってそそり立つドーム 

        太陽にいどむコラナ観測所 

   

        乗鞍山頂にそそり立つコロナ観測所よ 

        幾度か春がめぐって来ても  

        風雪にもまれ 

        厳寒に鍛えた 

        お前の雄々しい姿を 

        アルプスの霊峰に 

        崇く強く刻みつけてくれ 

 

        真理に燃える 

        お前の若い血潮に 

        生命も奪う氷雪を融かしてくれ 

天文学に憧憬する 

お前の深い吐息に 

荒れ狂う吹雪を沈黙させてくれ 

 



一時しか訪れない春の草花は 

氷なす清水に育まれて 

お前の栄ある功績の冠を 

絢繍たる錦と飾るであろう 

地球をまわって 

お前の勲功は 

勝ち誇った駿馬の如く 

電波に鞭うって天かけるであろう 

 

健在なれ 

コロナ観測所 

天は裂け地の割れようその日まで 

光栄に冠たれ 

わがコロナ観測所 

永遠に 

そして永劫に 

                  １９７０－７－３０ 

 

 


